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� 最新情報最新情報最新情報最新情報 
� 14141414 年第年第年第年第 1111 四半期に生四半期に生四半期に生四半期に生命保険市場の保険料は大幅に増加した命保険市場の保険料は大幅に増加した命保険市場の保険料は大幅に増加した命保険市場の保険料は大幅に増加した    保険会社

の発表によれば、14年第1四半期に大手生命保険会社の保険料収入は

大幅に増加した。China Life (2628 HK)、Ping An (2318 HK) (PA)、
CPIC (2601 HK)、NCI (1336 HK)、CTIH (966 HK)の 14 年第 1 四半

期の生命保険料収入は前年比でそれぞれ 18.1%、26.7%、25.3%、

53.0%、42.9%増加した。PICC Group (1339 HK)の 2014 年 1 月～2
月の生命保険料収入は前年比で 208.9%増となった。    

� 生命保険会社の年初効果生命保険会社の年初効果生命保険会社の年初効果生命保険会社の年初効果    大手生命保険会社の保険料収入は 2014 年

1 月に爆発的な増加を記録した。一方で、2014 年 2 月ならびに 3 月の保

険料は比較的穏やかな増加となった。当社は、保険会社については１時

払い保険商品を販売して 1 月の保険料収入を大きく増やそうとする年初

効果が大幅増加の要因であると考えている。通常、それらの商品は保険

料収入の増加に貢献するが、利益率への貢献度は比較的低い。    
� 価値増大の重視を継続価値増大の重視を継続価値増大の重視を継続価値増大の重視を継続    ウェルスマネジメント商品との競合に晒される

中、生命保険会社は均整のとれた成長の達成に向けて数量と価値の両

方を重視する姿勢を維持した。とは言え、当社は 14 年第 1 四半期に記録

した保険料の大幅な増加が 14 年第 2 四半期から第 4 四半期に続くこと

はおそらくないと考えている。当社は、今後は生命保険会社が価値の増

大をより重視するようになると予想している。大手生命保険会社の中で

は、PA と CPIC が好調な代理店販売を背景に同業他社を上回る価値の

増大を達成する見込みである。 
� 着実な増加を辿る損害保険料着実な増加を辿る損害保険料着実な増加を辿る損害保険料着実な増加を辿る損害保険料    PA、CPIC、CTIH の 14 年第 1 四半期

の損害保険料収入は前年比でそれぞれ 27.9%、13.5%、24.3%増加し

た。PICC P&C (2328 HK)の保険料収入は、2014 年 1 月～2 月に前年

比 17.6%増となった。 

� 当社の見方当社の見方当社の見方当社の見方 
� 短期的には株価に売り圧力が続く可能性も短期的には株価に売り圧力が続く可能性も短期的には株価に売り圧力が続く可能性も短期的には株価に売り圧力が続く可能性も    香港上場の保険会社各社

の株価は、H 株と A 株の株価の収斂に対する期待が原因で短期的な売

り圧力に見舞われている。当社は、二市場間の相互接続が進む中で短

期的には売り圧力が続く可能性があると予想するが、その一方で 2014
年に大手生命保険会社の保険料収入の増加ペースは回復すると見てい

る。    

 

14141414 年第年第年第年第 1111 四半期に保険料が大幅に増加した四半期に保険料が大幅に増加した四半期に保険料が大幅に増加した四半期に保険料が大幅に増加した    
� 生命保険市場では保険料収入増加の勢いが回復した生命保険市場では保険料収入増加の勢いが回復した生命保険市場では保険料収入増加の勢いが回復した生命保険市場では保険料収入増加の勢いが回復した    

� 今後、価値増大の重視を継続今後、価値増大の重視を継続今後、価値増大の重視を継続今後、価値増大の重視を継続    

� 着実な増加を辿る損害保険料着実な増加を辿る損害保険料着実な増加を辿る損害保険料着実な増加を辿る損害保険料    

� 短期的には株価に売り圧力が続く可能性も短期的には株価に売り圧力が続く可能性も短期的には株価に売り圧力が続く可能性も短期的には株価に売り圧力が続く可能性も    
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